
 

 

 

 

 
 

 

夏休みの短縮と「二期制」の導入について 
 

謹んで新春のお慶びを申し上げます。 
小山田小の教育活動が充実し、子ども一人一人が夢や目標をもって大きく成長・飛躍できる年になるよう、

職員の力を合わせ、地域の皆様、保護者の皆様と共に教育活動に取り組んでまいります。 

本年もよろしくお願い申し上げます。 
 
今年の正月は、複雑な思いでスタートすることになりました。１月１日に発生した能登半島地震。みんなが

楽しくにぎやかなはずの正月に、地震が発生し、多くの命が奪われてしまいました。そして今も避難を続ける
多くの人々。東日本大震災を経験し、多くの方々に支援いただき、ここまで復興してきた私たちだからこそ、
何ができるのかを真剣に考えました。 
２日に起きた羽田空港での航空機の接触事故。あり得ないはずの事故が発生しました。事故の原因として、

ヒューマンエラーが指摘されています。起こるはずがないと考えるのではなく、いつ発生するか分からないと
いう意識を持ち続けることの大切さを実感しました。 

新年のスタートに発生した大きな事故。被害に遭われた方々に、心よりお見舞い申し上げます。 
このような時だからこそ、人を思う心を大切にしていきたいと思います。同時に、命の大切さを繰り返し、

繰り返し子どもたちに伝えていかなければという思いを強くしています。 
 
上記の思いを忘れずに、わずか５１日間（１月は１７日、２月は１９日、３月は１５日）という短い学期で

すが重要な３学期の一日一日を大切に過ごしてまいります。 
３学期は１年間の締めくくりの学期です。現在の学年で学んだこと、成長したことを確かめながら、１年間

のまとめを行い、次年度に向けた準備を進めてまいります。特に６年生は、卒業を迎える大切な時期です。小
山田小のリーダーとして全校生をまとめ、全校生の憧れになっている６年生が、小学校６年間のまとめをし、

自信と意欲をもって中学校に進むことができるように、教職員の力を合わせて取り組んでまいります。 
また、３学期は、寒さも厳しくなり、道路の凍結や積雪が予想されます。子どもたちの命を守るために、安

全・安心を第一に取り組んでまいります。そのため、交通事故に遭わないために約束を確認することはもちろ
んのこと、登下校の際や歩行するときには転倒しても対応できるように手袋をする等、細かな点についても確
認し、安全に生活できるように話をしていきます。保護者の皆様におかれましても、車で学校にお越しの際は、
スリップ等に十分気をつけていただきますようにお願いいたします。 

 

○ 冬は日没が早く、視認性が低下するので、ドライバーから歩行者の発見が遅れる 
○ 登校時及び下校時は、日陰や道路上のライン（横断歩道や白線など）が凍結しているために転倒したり、

雪が降っていなくても道路が凍結したりしている 
○ 積もった雪で周囲の状況が見えにくくなったり、道路脇に寄せられた雪で道幅が狭くなったりしている 
○ 雪は音を吸収しやすいので、車が近づいてくる音が聞こえにくくなる 
 
 そこで、子どもたちに次のことを指導していきます。 
１ 冬道は凍っていたり、シャーベット状だったりして滑りやすいので、滑りやすい場所に注意すること。 
２ 寒いからといって、ポケットに手を入れたままや体を丸めて下を見ながらの歩行は 
転倒した際に危険なので、手袋を着けて歩くこと 

３「車が走る道路や歩道では遊んだりふざけたりしない」「屋根からの落雪に注意する」 
「除雪中の機械には近づかない」など、冬ならではの危険に注意すること 

４ 反射材を身につけ、運転手に自分の場所を知らせること 
 子どもたちの交通事故ゼロのため、ご家庭でも冬道の歩き方を話題にしていただけたら幸いです。 
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「チームワークを大切にした教育」 
  


